
【写真１】：作品を読み合っている場面 

   童話の冒頭部（創作）を評価し合おう 
大東市立北条中学校 

教科 国 語 単元名 心に残る出来事を表現しよう 
 
 

 本時のねらい 

・表現技法や描写、童話の冒頭部の表現特性を観点として、他者が創作した童話の冒頭部を分析的に読み、その価値や改善点を評価文として記

述し相手に伝えることを通して、効果的な表現方法についての理解を深めたり技法を身につけたりすることができるようになる。 

 本時における 1人 1台端末の活用方法とそのねらい 

・創作した作品への評価活動をオンライン（Teams）上で行うことで、他者からの評価を即時に一覧で見ることができ、価値に気づいたり反省に活か

したりすることができる。 

 活用した ICT 機器・デジタル教材・コンテンツ等 

・Microsoft Teams  ・Microsoft Word 

 本時の展開 
 

学習の流れ 主な学習活動と内容 ICT 活用のポイント・工夫 

導入 

（８分） 

1.学習内容の確認 

・友だちの作品を読み、今まで学んだ表現の工夫に着目して、評

価を伝える。 

・友だちからの評価を読んで、自分の作品の新たな価値やさらによ

くなるところに気づく。 

 

・Teams に作品数分の「評価ファイル」を作成しておく。 

・評価文の記入に使う Word ファイルは事前にダウンロード

し OneDrive に保存させておく。 

 

展開 

（３７分） 

2.生徒の作品（童話の冒頭部）を読み評価する。 

・それぞれが作った作品を読み、Word ファイルに評価する。 

（表現技法や描写について・アドバイスや改善点・感想） 

【写真１】【写真２】 

3.評価文を Teams 上で送信・受信する。 

・自分の作品に送信される評価文を確認する。 

(2・3 を繰り返す) 

 

・評価したファイルは、生徒が Teams に順次投稿していく

と、新たな投稿がどんどん追加されて必要なファイルが探し

にくくなるため、評価専用のファイルに保存させる。 

 

・自分の作品に送信、集約された他者からの評価を比べる

ことで、自分の作品の価値に気づくとともに、受けた評価の

観点や内容を、また他の作品への自分の評価に活かすこ

とができる。【写真３】 

まとめ 

（５分） 

4.本時の振り返り 

・以下の観点で本時の振り返りを書く。 

①他の作品へ評価する活動を通して得た気づきや学び 

②自分の作品に対する評価を読んで得た気づき・価値 

 

・振り返りは Teams で送信する。 

 

 

 

 1 人１台端末を活用した活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 児童生徒の反応や変容 

・相互評価の送受信が瞬時に行えること、また、届いた評価を何度でも確認できるので、他者評価を確認しながら自身の文章表現を修正することが
できた。 
・他者への評価文も確認できることから、どのような文言が評価文としてふさわしいのかを意識しながら書く生徒が多かった。 

 

 授業者の声～参考にしてほしいポイント～ 

・これまでの相互評価では、作品を順番に一人ずつ発表していったり、成果物を黒板に貼って全体で見たり、ギャラリーウォークを行うなど活動の効率が

あまりよくなかったが、本授業では、ICT を活用することによってすべての生徒が自分のペースで、自分の端末で同時に評価することができるので、効果

的である。 

・入力した評価等、何度でも見返すことができるので、作品鑑賞、相互評価の一つの方法として有効である。 

 

中学校 

１年 

 

 

 

【写真２】：評価を入力している様子 【写真３】：投稿された相互評価について 


